
【取り組む際に生じた課題】
• コロナ禍で、現地へ行くことができない。
• 感染状況によって、商談が思うように進行しない。
• 現地の意向を聞くためのタイムラグが大きかった。

【ウェブサイト】 http://www.iisaka.co.jp/ 

【対応の結果】
• それぞれの国民性を理解する事が難しかった為、なかなかうまく進まなかった。
• リモートだけだと重要な決定は出来ないため、補助的にしか使えなかった。
• 町全体がロックダウンされてしまうと、すべてが止まってしまった。

現地試作会

試作品

アジア圏に向けて、安心、安全な日本加工小麦粉を届ける。
現地法人、商社と連携し、コロナ禍を乗り切る

輸出額(万円) 輸出量(ｔ) 出荷時期

令和３年度 3,315 392 通年
（4～3月）令和２年度 262 31

小麦粉

【主な品目】

アジア

【主な輸出先国・地域】

【輸出取組の概要】

【輸出実績】

【今後の課題・展望】
• コロナ禍も少しずつ良くなってきているので、来年には現地商談会を行いたい。
• 日本のブランド力を生かし、付加価値を付けて販売していきたい。
• 現地の国民性を正確に把握し、きめ細かな対応を目指す。

【生じた課題への対応】
• 現地法人に試作会を企画して頂き、すべて現地で行えるようにする。
• リモート商談の活用
• 細かな意向であっても、密に連絡を取り合える体制作り。

【連絡先】 担当者名：野口、ＴＥＬ：0725-41-2055 

【活用した支援・施策】

（令和２年度より輸出開始）

大阪府 飯坂製粉（株）
『良質の日本加工小麦粉を海外へ』

加工食品


